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政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

１．基本施策の実現状況を明らかにする
(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｂ 最終更新日：令和  2年 4月15日 1頁

後期基本計画 令和　２年度 基本施策方針書

０６ 次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進める部門
０２ 総合計画の推進と未来の価値の創造

企画政策課長  木下昇三

4年後における滝沢市全体の目標は総合計画の達成であり、当基本施策ではそれに向けた総合計画の全体進捗の的確な管理

を行います。

また、さらにその先を見据え、多様化が進む中での未来における滝沢市の価値づくりを進めます。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮 総合計画を知っている人の割合

1 ら 24.4 33.4 42.4 50 50 -
％ 15.4

し 0 - - - - 0.0

幸 滝沢市で幸せに暮らしている人の割合

2 62.5 65 67.5 70 70 -
％ 60.1

福 0 - - - - 0.0

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

06020100 総合計画を軸としたマネジメントの推進
暮

滝沢市は住みやすい市だと感じている人の割合
1 ら

75.6 77.1 78.5 80 80 -
し ％ 74.1

0 - - - - 0.0

06020200 未来に向けた滝沢の価値の創造
暮

滝沢市に愛着がある人の割合
2 ら

76 77 79 80 80 -
し ％ 74.6

0 - - - - 0.0

06020300 価値の創造に向けた情報の発信と活用
暮

普段の生活に必要な情報が伝わっていると感じている人の割合
3 ら

50 55 58 60 60 -
し 件 49.2

0 - - -



状
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ための情報収集、情報

)

発信、更には、総合計

 

画の推進に加速度を与

基

えるための新たな手法

本
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市民ニーズや統計情報

会
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図ります。

(２) 基

．

本計画期間内の取り組

基

みと方針のうち、令和

本

 2年度の重点課題
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に

ち・ひと・しごと総合

向
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け
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進を図ります。

・国勢

の

調査の体制づくりと的

取

確な調査を進めます。

り
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組

の新たな手法の模索を

み

引き続き進めるととも
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本
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計
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画内の取り組みと方針
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後期基本計画 令和　２年度 基本施策方針書

０６ 次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進める部門
０２ 総合計画の推進と未来の価値の創造

企画政策課長  木下昇三

総合計画の推進を図るためには、市民の総合計画への理解が重要であり、目標値として「総合計画を知っている人の割合」

を掲げていますが、平成29年度値で15.4％、平成30年度

政

値で15.6％となっ

 

ており、後期基本計画

 

の目標値である50％

 

に比べ

低い値となって

 

います。そのため概要

策

版などの配布のほか、

:

各種イベントや地域社
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会アンケート、ホーム

本

ページや広報紙で

の周

施

知に努めている状況で

策

す。この目標値を掲げ

:

ている理由としては、

主

市民が総合計画を知る

管

ことで市民、地域、行

課

政など

の連携により総

長

合計画の掲げる目標に

職

進むことを意図として

・

おり、市民への動機付

氏

けとして何を伝えてい

名

くべきかという面

も更

関

なる検討が必要となっ

係

ています。また、多様

課

化が進む中で総合計画

長

を推進するためには、

職

新たな連携、常に先を

・

見据え

た企画や事業創

氏

出が必要であり、その

名

体制づくりが課題とな

２

っています。

高度経済

．

成長期の経済社会シス

基

テムの崩壊、経済を中

本

心としたグローバル化

施

の進展、少子化、高齢

策

化、人口減少社会、高

の

度

情報化により社会、

実

経済システムの大きな

現

変革期を迎えておりま

に

す。また、これらの変

向

革を背景に、人々の価

け

値観も多様化

が進んで

て

おり、ヒト、モノ、カ

の

ネなどの資源が少なく

現

なる中で、市民それぞ

状

れの多様化にどの様に

を

対応していくかが大き

認

な

課題となっており、

識

ソーシャルキャピタル

す

など様々な視点からの

る

取組が重要となってい
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ます。また、広域的な
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行政を含めた

地域間で

)

の連携も視野に入れた

 

地方での課題を解決す

基

る新しい枠組みの検討

本

も必要となってきてい

施

ます。

政策である「次

策

世代を担う人材の育成

目

と、持続可能な行財政

標

経営を進める部門」は

の

、総合計画の推進を支

進

える「ヒト・モノ

カネ

捗

・情報」の経営資源を



政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(４) 所管施策別事業計画表
施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)
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後期基本計画 令和　２年度 基本施策方針書

０６ 次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進める部門
０２ 総合計画の推進と未来の価値の創造

企画政策課長  木下昇三

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

06020100  総合計画を軸としたマネジメントの推進
1

2,281 3,009 △24.2 5,905 6,185 2,185 16,556

06020200  未来に向けた滝沢の価値の創造
2

660 660 0.0 660 660 660 2,640

06020300  価値の創造に向けた情報の発信と活用
3

18,984 17,957 5.7 18,552 18,552 18,552 74,640

06029000  【6-2 基本施策目標値入力用】
3

0 0 0.0 0 0 0 0


